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令和５年 12月 11日（月）発行 

 

                                                      北海道ＰＴＡ連合会 

 

 令和５年 12 月２日（土）に今年度最後の第３回委員会が開催され、今年度の取組や研究のま

とめと次年度の方向性等について協議しました。 
 
○第３回委員会の協議内容○ 

（１）「令和５年度 札幌大会」について～参加役員より報告がありました。 

  ※組織・連携委員会推薦提言発表～第１分科会（組織運営）壮瞥町立壮瞥中学校ＰＴＡ 

  ※道Ｐ連担当提言発表～第１分科会（組織運営） 中標津町立中標津東小学校ＰＴＡ 

             第５分科会（食育・情報）足寄町立足寄小学校ＰＴＡ 

                         小樽市立高島小学校ＰＴＡ 

（２）令和６年度「石狩管内・千歳大会」提言地区について協議しました。 

  ①提言ＰＴＡについて 

   「函館市立千代田小学校ＰＴＡ」に提言発表を依頼する。 

     ※千代田小の取組内容から、「地域連携分科会」での提言発表を依頼する。 

     ※活動名 ：ＰＴＡが主体となったアフタースクール（放課後学習教室）、 

アフタースポーツ（放課後体力づくり） 

     ※活動日時：放課後 

     ※対象者 ：通学児童 

※コロナ禍で苦労した点、工夫した点～新型コロナウィルス感染状況を見極めなが

ら、昨年度よりは子どもたちのためのイベントを開催した。 

※ビヨンドコロナのＰＴＡ活動に対する考え～児童数減少にともない会員数も減っ

ていることから、学校運営協議会と連携・協働しつつ無理のない活動を継続する。 

（３）実践交流について～「地区研報告書」を参考に各地区理事の皆様から報告がありました。 

①地区研究大会交流 

   ②市町村Ｐ連、単位ＰＴＡの取組 

（４）令和５年度研究のまとめ・次年度の方向性について協議し、下記のような意見が出されま 

した。 

①研究集録の執筆は赤井教師代表が担当する。 

②令和５年度研究のまとめについて協議しました。 

【今年度の研究テーマ】 

 ・子どもとともに 大人も学び合い 心豊かな共有を目指して 

   ～子どものために、大人がどう行動するか～ 
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【成果】 

  ・研究内容１の「子どもの教育活動」について、令和６年度日Ｐ北海道ブロック研究大会石狩管

内・千歳大会に向けた準備を中心に進めた。教育・環境委員会担当分科会提言について各地

区Ｐ連から提供していただいたコロナ禍、コロナ後の「子どもを対象とした活動」アンケ

ートは、全道各地から実践例として３８件もの情報提供があった。これらの活動を元に話

し合いを深めることができた。研究大会の協議内容に照らしてテーマにあった提言内容を選

定し、全道各地区のこれからの取組の参考になることが確認できた。 

・研究内容２の「大人の環境整備」については、令和９年度の提言に向けた準備をスタート

させた。具体的には、各地区の活動内容を交流するとともに、今年度実施した研究内容１

に関わるアンケートを参考とした。市町村や単Ｐ組織の規模等によってＰＴＡ活動のあり方

は様々なので、今年度については具体的な方向付けをせずに、色々な地域の活動事例を吸い上

げた。 

・各地区ＰＴＡの実践交流について各地区の研究大会や研修会、実践に関する報告をもとに取組

内容や成果・課題等について委員会で交流した。各地区の実情に応じた実践や、他の地域でも

取り入れられる内容等多岐にわたる交流となり、非常に有意義なものとなった。具体的には、

保護者や学校に負担の少ない取組、ＣＳと連携したアフタースクールの取組、完全ボランティ

ア制による取組、地域の特色を生かした農業活動や地域防災訓練の取組、プロジェクト制を取

り入れ楽しく参加できる仕組みづくり等、アフターコロナにおいて変容したＰＴＡ活動、新た

なＰＴＡ活動の姿を示してくれるものがたくさんあった。子どもの健やかな成長を支えるため

に、大人がどう関与するかという活動の原点に立ち返る交流が大切であることが確認された。 

【課題】 

 ・本委員会においても「ビヨンドコロナの新しいＰＴＡ活動」を念頭に話し合いをもち、ＰＴ

Ａ活動を前に進めるように取り組んできた。昨年度と同様に、会議に参集できない委員はオ

ンラインで参加するなどの工夫を継続してきた。ただ、実際に会って顔を見ながら議論する

ことが、今後の協議のさらなる向上につながるとの確認もなされた。委員同士がよく知り合

い、持続可能なＰＴＡ活動に向けて意見を交わし合うことが、北海道におけるＰＴＡ活動の

将来をかたちづくる第一歩となることを確認した。 

【方向性】 

・研究テーマと研究の視点に照らし、令和６年度日Ｐ北海道ブロック研究大会石狩管内・千歳大

会の発表に向けた準備を進め、提言地区と連携を図っていく。また、令和６年度の研究大会の

反省を元に令和７年度以降の研究や令和９年度研究大会提言発表に向けた準備を進めていく。

コロナ後においても、十分な活動ができていない地区もあるという報告を受けている。その一

方、アイディアを出し工夫しながら、安心と安全に配慮して活動を推進している例もある。Ｐ

ＴＡ活動本来の目的や原点に立ち返り、活動の好事例を全道に紹介していきたい。 

 

＊委員の皆様には、お忙しい中、委員会へのご出席、ご意見をいただき、ありがとうございまし

た。また、各地区での活動もありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。 

＊「委員会だよりＮＯ．３」は道Ｐ連のホームページ「教育・環境委員会だより」に掲載されてい

ます。 
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